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る
こ
と
を
め
ざ
す
「
特
別
研
修
」
が
始
ま
り

ま
し
た
。

　

11
月
11
日
に
帯
広
市
で
第
１
回
目
を
開

催
。
帯
広
市
や
音
更
町
、
新
得
町
な
ど
十
勝

地
域
を
中
心
に
、
釧
路
市
か
ら
も
あ
わ
せ
て

80
名
の
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。（
写
真
：

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
体
験
他
）

●
研
修
の
普
及
期
待�

�

―
特
に
学
校
教
育
に

　
「
心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
！
～
障
が
い
の
あ

る
方
を
理
解
す
る
た
め
の
基
礎
講
座
～
」
の

次
第
は
次
の
と
お
り
で
す
。
講
師
は
、
札
幌

市
育
成
会
の
荒
木
事
務
局
長
と
深
宮
職
員
、

親
会
員
。
道
育
成
会
の
種
田
職
員
で
す
。
研

修
の
次
第
は
次
の
と
お
り
。

①�

札
幌
市
育
成
会
・
啓
発
隊
「Team

�I

」（
チ

ー
ム
・
あ
い
）
の
紹
介

②
育
成
会
活
動
の
紹
介

③
〝
障
が
い
〟
の
疑
似
体
験

　

�

言
葉
が
不
自
由
な
世
界
を
体
験
し
て
み
よ

う
／
覗
い
て
み
よ
う
…
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に

よ
る
自
閉
症
体
験
／
出
し
て
み
よ
う

④
体
験
談
…
私
の
息
子
の
こ
と
…

　

参
加
者
か
ら
は
新
鮮
な
驚
き
を
も
っ
て
好

意
的
な
感
想
が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
も

っ
と
地
域
に
お
い
て「
心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
」

普
及
が
大
切
だ
と
の
次
の
よ
う
な
積
極
的
な

感
想
も
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

●
安
心
・
安
全
の
生
活
支
援
体
制�

�

構
築
を
め
ざ
す�

―
こ
れ
か
ら
の
育
成
会
活
動
の
基
本
に

　

こ
の
研
修

は
、
北
海
道

知
的
障
害
児

者
生
活
サ
ポ

ー
ト
協
会
の

ご
後
援
と
助

成
を
い
た
だ

い
て
実
施
し

て
い
ま
す
。

研
修
の
冒

頭
、
藤
元
健

一
郎
ジ
ェ
イ

ア
イ
シ
ー
北

海
道
支
店
長

様
か
ら
、「
生
活
サ
ポ
ー
ト
総
合
補
償
制
度

の
改
正
に
つ
い
て
」
解
説
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

ま
た
、
主
催
者
で
あ
る
北
海
道
手
を
つ
な

ぐ
育
成
会
の
白
戸
事
務
局
長
か
ら
特
別
研
修

の
趣
旨
説
明
が
あ
り
、
障
が
い
の
理
解
と
合

理
的
配
慮
を
普
及
す
る
活
動
を
、
こ
れ
か
ら

の
育
成
会
の
基
本
的
な
活
動
に
位
置
づ
け

て
、
各
市
町
村
活
動
と
し
て
取
り
組
む
こ
と

「
心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
」を

広
め
る
特
別
研
修
が
始
ま
る
！

11
月
11
日
　
帯
広
市
に
約
80
人
参
加

―心のバリアフリー基礎講座に参加して―

　日頃から知的障がいを持った方の理解を深
める活動ご苦労さんです。
　11月11日に「Team I」に参加してみました。
少し感想を述ベてみたいと思います。
　こだわりの多い自閉的傾向の方の理解を深
める上で、実演での工夫の様子は良かったと
思います。この様な基礎講座はここでするの
も大切ですが、中学生の授業に道徳がありま
すが、そういう所で生かされることがあると
善い。「スマホ」に明け暮れするこの時代に、
視野を広める上で大切だと思いました。
　2017年11月12日

音更町手をつなぐ育成会　酒井省三

　

本
紙
11
月
号
で

お
知
ら
せ
し
ま
し

た
が
、
本
年
９
月

の
育
成
会
全
国
大

会
の
特
別
分
科
会

「〝
合
理
的
配
慮

〟
理
解
啓
発
キ
ャ

ラ
バ
ン
隊
全
国
サ

ミ
ッ
ト
」
の
開
催

を
受
け
て
、
こ
の

啓
発
活
動
の
取
り

組
み
を
本
道
の
育

成
会
運
動
と
し
て

各
地
域
に
普
及
す
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が
提
起
さ
れ
ま
し
た

　

こ
れ
か
ら
の
開
催
地
域
は
次
の
通
り
で
す
。
ふ
る

っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
参
加
す
る
会
場
は
自
由
に

お
選
び
く
だ
さ
い
。

　

○�

旭
川
市　

12
月
５
日
10
時

　
　

障
が
い
福
祉
セ
ン
タ
ー
お
ぴ
っ
た

　

○�

札
幌
市　

12
月
15
日
10
時

　
　

か
で
る
２
・
７

　

�

　

携
帯
電
話
活
用
―

新
し
い
情
報
活
動
検
討

第
３
回
広
報
企
画
委
員
会

▪
11
月
６
日
▪

　

今
回
の
委
員
会
（
委
員
長
竹
田
雄
三
氏
：
静
内
耕

生
舎CO

KO
RO

３
５
７
）
で
は
、
過
去
の
討
議
を

踏
ま
え
て
、
少
人
数
で
か
つ
会
員
が
地
域
で
分
散
し

が
ち
な
状
況
、
中
心
的
な
会
員
の
高
齢
化
と
と
も
に

若
い
世
代
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
出
て
き
て
い
る
状
況
な

ど
、
現
在
の
会
員
の
状
況
を
討
議
し
て
こ
れ
か
ら
の

対
応
策
を
協
議
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
広
報
紙
げ
っ
ぽ
う
や
育
成
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
実
施
状
況
を
評
価
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
情
報

が
更
新
で
き
て
い
な
い
、
現
在
の
広
報
紙
発
行
体
制

で
は
提
供
す
る
情
報
量
に
限
界
が
あ
る
等
、
事
務
局

中
心
の
現
在
の
体
制
で
は
限
界
が
あ
り
、
今
後
は
、

幅
広
い
会
員
の
参
加
で
実
施
体
制
を
つ
く
る
こ
と
が

議
論
さ
れ
ま
し
た
。

　

他
方
、
障
が
い
を
も
つ
本
人
と
親
（
家
族
）
に
状

況
が
多
様
化
し
て
お
り
、
育
成
会
の
会
員
同
士
を
つ

な
ぐ
活
動
と
併
せ
て
、
育
成
会
の
会
員
に
は
ま
だ
な

っ
て
い
な
い
が
、
困
難
を
抱
え
困
惑
し
、
地
域
や
家

族
の
中
で
孤
立
し
が
ち
な
幅
広
い
家
族
が
つ
な
が
る

よ
う
な
「
新
し
い
情
報
活
動
」
を
検
討
し
て
は
ど
う

か
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、
携

帯
電
話
等
の
メ
ー
ル
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
機
能
を
活

用
し
た
「
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
―
ゆ
る
や
か
な
情
報
交
換

サ
イ
ト
（
仮
称
）」
の
検
討
で
す
。
委
員
会
で
は
小

委
員
会
を
設
置
し
て
、
新
年
度
の
事
業
計
画
に
提
案

で
き
る
よ
う
具
体
的
な
企
画
を
協
議
す
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。

　

�

　

会
員
の
現
状
と
意
向

ふ
ま
え
た
対
策
を
深
化

育
成
会
活
性
化
対
策
委
員
会

▪
11
月
22
日
▪

　

平
成
25
―
26
年
度
か
ら
の
委
員
会
の
検
討
の
経
過

を
確
認
し
て
、
市
町
村
育
成
会
活
性
化
の
課
題
を
整

理
し
て
、
体
系
的
な
取
り
組
み
を
検
討
す
る
た
め
の

討
議
を
行
い
ま
し
た
。

　

複
数
の
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
寄
せ
ら
れ
て
い
る
小
規
模

育
成
会
の
解
散
や
退
会
に
つ
い
て
課
題
を
協
議
し
ま

し
た
。
育
成
会
が
設
立
し
た
作
業
所
の
運
営
と
育
成

会
活
動
と
の
協
調
性
の
問
題
。
小
規
模
育
成
会
の
運

営
支
援
の
問
題
―
道
育
成
会
会
員
資
格
と
会
費
負
担

の
関
係
、
ブ
ロ
ッ
ク
連
協
や
大
き
な
育
成
会
の
支
援

の
あ
り
方
、
魅
力
あ
る
組
織
活
動
の
あ
り
方
な
ど
、

会
員
や
ブ
ロ
ッ
ク
の
現
状
や
意
向
を
把
握
し
て
、
過

年
度
の
対
策
委
員
会
の
提
言
を
踏
ま
え
て
当
面
対
応

す
べ
き
課
題
を
絞
り
込
ん
で
検
討
す
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。
丁
度
、
全
国
育
成
会
連
合
会
で
も
同
様
の
検

討
が
行
わ
れ
て
い
る
の
で
、
全
国
の
議
論
の
推
移
を

も
踏
ま
え
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
網
走
地
区
の
遠
藤
委
員
か
ら
、
こ
の
間
の

組
織
・
運
動
の
低
迷
を
、
新
し
い
組
織
「
美
幌
町
手

を
つ
な
ぐ
連
絡
協
議
会
」
の
結
成
に
よ
っ
て
打
開
し

た
取
り
組
み
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。「
育
成
会
」
が

中
心
に
あ
る
が
、
知
的
障
害
の
親
の
会
・
育
成
会
の

名
前
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
美
幌
町
及
び
周
辺
市
町
村
含

む
障
害
児
者
、
団
体
、
協
力
者
に
よ
っ
て
構
成
す
る

組
織
と
し
て
再
組
織
化
し
た
活
動
が
紹
介
さ
れ
ま
し

た
。
当
初
、
15
名
の
個
人
会
員
が
45
名
に
、
更
に
５

団
体
会
員
、
33
企
業
会
員
、
44
賛
助
会
員
に
拡
大
。

委
員
会
で
は
、
地
域
の
多
様
な
取
り
組
み
の
情
報
を

整
理
し
な
が
ら
、
育
成
会
運
動
の
今
日
的
な
あ
り
方

を
整
理
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

�

　

２
０
１
８
年
カ
レ
ン
ダ
ー
好
評
！

卓
上
カ
レ
ン
ダ
ー
残
部
僅
か

　

15
団
体
・
個
人
か
ら
応
募
の
あ
っ
た
ア
ー
ト
か
ら

26
作
品
を
厳
選
し
て
製
作
。
注
文
が
殺
到
し
て
「
壁

掛
け
」
カ
レ
ン
ダ
ー
は
完
売
し
ま
し
た
。「
卓
上
」
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今
後
の
予
定

・�

特
別
研
修
・
旭
川
市　

12
月
５
日

旭
川
市
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

・�

道
育
成
会
正
副
会
長
会
議　

12
月
11
日

札
幌
市　

か
で
る
２
・
７

・�

平
成
30
年
全
道
大
会
苫
小
牧
大
会
第
１
回
実
行
委
員
会

12
月
14
日　

苫
小
牧
市

・�

特
別
研
修
・
札
幌
市　

12
月
15
日　

か
で
る
２
・
７

・�

広
報
企
画
委
員
会　

12
月
19
日　

札
幌
市

・�

全
国
大
会
実
行
委
員
会　

12
月
20
日

札
幌
市　

か
で
る
２
・
７

・�

第
４
回
理
事
会　

12
月
20
日札

幌
市　

か
で
る
２
・
７

・�

全
国
育
成
会
「
将
来
問
題
懇
談
会
」　

12
月
20
日

札
幌
市　

か
で
る
２
・
７

・�

通
所
事
業
所
連
協
・
魅
力
あ
る
事
業
所
研
修
会

２
月
24
日　

札
幌
市

カ
レ
ン
ダ
ー
（
１
５
３
×
１
０
５
㎜
：
５
０
０
円
）

の
残
部
も
僅
か
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
お
早
め
に

お
買
い
求
め
く
だ
さ
い
。（
写
真
参
照
）

　

�

　

全
国
育
成
会「
将
来
問
題
懇
談
会
」開
催

久
保
会
長
来
道

▪
12
月
20
日
▪

　

全
国
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
連
合
会
の
「
今
後
の
あ

り
方
」
懇
談
会
が
全
国
各
ブ
ロ
ッ
ク
で
開
催
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
懇
談
会
を
12
月
20
日

の
理
事
会
開
催
日
に
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
久
保
会
長
、
田
中
統
括
が
参
加
さ
れ
ま
す
。

　

３
年
前
に
社
会
福
祉
法
人
を
解
散
し
、
全
国
の
手

を
つ
な
ぐ
育
成
会
運
動
（
親
の
会
活
動
）
を
、
全
国

55
の
正
会
員
に
よ
る
「
連
合
体
」
と
し
て
継
続
し
、

関
係
省
庁
と
関
連
す
る
国
政
レ
ベ
ル
の
政
治
に
向
け

て
政
策
提
言
と
権
利
擁
護
活
動
提
言
や
連
絡
調
整
を

行
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
運
動
機
能
を
維
持
す
る
た

め
に
は
、「
会
員
減
少
対
策
と
今
後
の
事
業
展
開
」

へ
の
抜
本
的
な
対
応
を
検
討
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
て

い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
正
会
員
と
連
合
会
の
位
置

づ
け
、
会
員
確
保
（
会
員
、
賛
助
会
員
、
特
別
賛
助

会
員
）
の
方
策
、
障
害
者
の
権
利
擁
護
と
政
策
提
言

実
行
力
・
情
報
発
信
の
強
化
、
収
入
の
確
保
と
実
施

事
業
の
選
択
と
集
中
な
ど
で
す
。
懇
談
会
の
ス
ロ
ー

ガ
ン
は
「
次
世
代
に
つ
な
げ
よ
う
育
成
会
活
動
」。

育
成
会
運
動
に
必
要
な
機
能
を
強
化
す
る
た
め
の
対

策
を
検
討
し
ま
す
。

　

手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
は
、
全
国
各
地
で
知
的
・
発

達
障
害
の
あ
る
人
や
子
ど
も
の
権
利
擁
護
を
進
め
、

本
人
の
暮
ら
し
を
支
え
、
家
族
と
の
円
滑
な
関
係
が

進
む
よ
う
、
様
々
な
制
度
や
支
援
体
制
の
充
実
に
向

け
て
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。「
育
成
会
連
合
会
あ

り
方
案
」
は
年
明
け
１
月
の
ブ
ロ
ッ
ク
長
会
議
・
運

営
委
員
会
で
具
体
化
し
て
、
３
月
の
正
会
員
・
代
表

者
事
務
局
長
会
議
の
討
議
を
経
て
、
３
月
役
員
会
で

あ
り
方
案
を
含
む
２
０
１
９
年
度
事
業
計
画
予
算
案

と
し
て
上
程
す
る
予
定
で
す

　You Tube で中島みゆきの歌『命の別名～知的障がい者のメッセ
ージから生まれた歌』を聴いてみてください。あなたは聴いたこと
がありますか？　忘れないでください。去年、悔しい悲しい事件で
19人の名も公表されずに亡くなった人たちがいる現実を。自分の子
どもたちと、どこが、何が違うのか？　子どもたちの未来に待って
いる地域社会。どんな地域社会をつくらなければならないのか。ま
だ途上です。一人はみんなのために。みんなは一人のために―本人
に寄り添った「意思決定支援」「相談支援」を、みんなで意識！

（北見市手をつなぐ育成会　浦西隆浩会長：11月号会報より）

♥中島みゆき『命の別名』を聴いて♥

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
報
酬
改
定
に
要
望

　

全
国
育
成
会
連
合
会
で
は
、
来
年
度
の
報
酬
改
定

に
関
し
て
国
に
次
の
要
望
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

①�

平
成
30
年
度
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
報
酬
も
前

回
改
定
を
下
回
ら
な
い
水
準
を
確
保
（
全
国
25

団
体
共
同
要
求
）

　

②�

乳
幼
児
期
か
ら
の
支
援
が
切
れ
目
の
な
い
も
の

と
し
て
成
人
期
に
つ
な
が
る
よ
う
強
化

　

③�

高
齢
化
対
応
の
障
害
福
祉
と
介
護
保
険
の
「
共

生
型
」
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、
通
い
慣
れ
た
事

業
所
を
継
続
利
用
で
き
る
よ
う
配
慮

　

以
上
、
要
求
の
柱
の
み
紹
介
し
ま
し
た
。
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